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明
治
二
十
五
年
（1892

）

八
月
十
一
日
。
神
奈
川
県
久
良
岐
郡
中
村
根
岸
に
生
る
。
次
男
。
父
直
広
は
小
田
原
藩
の
下
士
。
早
く
に

横
浜
へ
出
、
開
港
企
業
家
の
一
旗
組
に
伍
す
も
、
性
そ
の
質
で
な
く
、
南
太
田
新
田
の
牧
場
と
酪
業
経
営

に
失
敗
し
、
一
時
、
県
庁
書
記
、
酒
税
官
な
ど
勤
め
た
が
続
か
ず
、
当
時
、
根
岸
競
馬
場
附
近
に
住
み
、

内
外
人
の
幼
児
を
集
め
て
、
母
と
共
に
、
寺
小
屋
式
幼
稚
園
み
た
い
な
こ
と
を
し
て
い
た
。

母
の
出
身
は
、
千
葉
県
佐
倉
で
、
同
地
の
旧
藩
士
で
臼
井
町
長
を
し
て
い
た
山
上
弁
三
郎
の
四
女
。
娘
時

代
は
、
親
戚
先
の
芝
新
銭
座
の
攻
玉
舎
近
藤
真
琴
氏
に
預
け
ら
れ
て
、
勉
学
教
養
な
ど
、
同
家
で
送
っ
た
。

明
治
二
十
九
年
（1896

）
　
四
歳

父
、
横
浜
桟
橋
合
資
会
社
の
起
業
に
一
両
年
奔
命
、
家
も
山
手
町
横
浜
植
木
商
会
の
園
内
に
移
転
。
こ
の

年
、
母
に
伴
わ
れ
て
祖
父
山
上
家
に
遊
び
、
帰
途
新
橋
駅
で
母
が
切
符
を
求
め
る
を
待
つ
間
に
、
土
産
物

合
財
袋
な
ど
を
み
な
盗
ら
れ
、
巡
査
や
人
だ
か
り
の
中
で
大
い
に
泣
く
。
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明
治
三
十
年
（1897

）
　
五
歳

巌
谷
小
波
の
「
世
界
お
伽
ば
な
し
」
な
ど
そ
ろ
そ
ろ
見
初
め
る
。
母
が
灯
下
に
針
仕
事
し
な
が
ら
読
書
話

し
を
す
る
感
化
を
う
く
。
こ
の
年
の
夏
、
自
分
に
母
ち
が
い
の
兄
が
あ
っ
た
の
を
初
め
て
知
る
。
学
帽
白

ガ
ス
リ
の
青
年
が
突
然
訪
ね
て
、
父
、
会
社
よ
り
急
に
帰
宅
、
父
子
ハ
ン
ケ
チ
で
眼
を
拭
う
状
を
童
心
に

つ
よ
く
印
象
づ
け
ら
れ
た
。
異
母
兄
政
広
は
、
小
田
原
の
藩
医
綾
部
家
に
養
子
入
籍
さ
れ
て
い
た
も
の
。

医
学
希
望
で
実
父
を
頼
り
来
る
も
、
父
に
諭さと
さ
れ
て
帰
る
。

明
治
三
十
一
年
（1898

）
　
六
歳

横
浜
市
千
歳
町
山
内
尋
常
高
等
小
学
校
に
入
学
。
四
季
、
植
木
商
会
の
花
園
を
抜
け
て
約
半
里
を
通
学
す

る
。
園
丁
の
子
、
市
チ
ャ
ン
と
仲
よ
し
に
な
る
。
市
チ
ャ
ン
と
共
に
、
南
京
墓
や
相
沢
の
貧
民
窟
「
い
ろ

は
長
屋
」
ま
で
を
よ
く
飛
び
あ
る
く
。
後
年
の
作
「
か
ん
か
ん
虫
は
唄
う
」
の
う
ち
に
あ
る
描
写
は
そ
の

頃
の
印
象
に
依
る
。
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明
治
三
十
二
年
（1899

）
　
七
歳

小
学
校
終
課
後
も
、
教
室
に
残
っ
て
、
特
別
に
英
語
の
個
人
教
授
を
う
く
。
週
二
回
、
帰
宅
後
も
宵
よ
り

ま
た
家
の
近
所
の
岡
鴻
東
氏
の
「
岡
塾
」
に
通
い
、
漢
学
を
習
ぶ
。
中
学
漢
林
、
詩
経
、
十
八
史
略
な
ど

こ
の
年
よ
り
九
歳
ま
で
つ
づ
く
。

家
庭
、
山
手
通
り
遊
行
坂
上
に
移
る
。
日
曜
学
校
に
も
通
う
。
附
近
外
人
住
宅
、
宣
教
師
、
洋
妾
の
家
な

ど
多
く
、
自
然
外
人
の
友
達
多
し
。
名
騎
手
神
崎
の
厩
舎
も
近
く
、
当
年
の
東
都
の
名
士
名
妓
な
ど
つ
ね

に
出
入
し
、
騎
手
神
崎
の
出
入
を
仰
い
で
、
幼
な
心
に
将
来
は
騎
手
に
な
ら
む
か
な
ど
と
思
っ
た
。

明
治
三
十
四
年
（1901

）
　
九
歳

家
、
南
太
田
清
水
町
一
番
地
へ
移
転
。

家
運
続
い
て
隆
昌
を
極
め
る
も
、
父
の
大
酒
と
豪
遊
の
風
も
や
ま
ず
、
子
等
は
父
の
姿
を
忘
れ
、
父
の
姿

を
見
る
日
は
、
そ
の
愛
妓
茶
屋
の
女
将
ま
で
を
家
庭
に
見
た
。
ま
た
母
の
泣
く
姿
を
た
び
た
び
見
初
め
た
。
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異
母
兄
政
広
も
、
こ
の
頃
、
一
つ
に
起
居
し
、
父
が
医
科
入
学
に
反
対
の
た
め
、
横
浜
左
右
田
銀
行
に
勤

務
。
つ
ね
に
義
母
に
同
情
し
、
義
母
を
力
づ
け
て
い
た
。
性
格
が
優やさ
し
い
だ
け
で
な
く
美
青
年
だ
っ
た
の

で
よ
く
近
所
の
娘
に
恋
さ
れ
て
い
た
。
混
血
児
の
オ
テ
イ
ち
ゃ
ん
な
ど
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
よ
う
に
少
年

の
眼
に
は
映
っ
た
。

明
治
三
十
五
年
（1902
）
　
十
歳

投
書
熱
た
か
ま
る
。
学
友
た
ち
と
、
謄
写
刷
り
の
「
詩
文
」
を
出
し
て
配
り
、
会
を
新
月
会
と
す
る
。
大

町
桂
月
が
わ
け
も
分
ら
ず
崇
拝
だ
っ
た
た
め
に
依
る
。
時
事
新
報
社
の
雑
誌
「
少
年
」
に
作
文
が
当
選
。

以
来
、
中
学
文
林
、
ハ
ガ
キ
文
学
、
秀
才
文
壇
、
博
文
館
の
諸
雑
誌
な
ど
に
、
や
た
ら
に
投
稿
す
る
。

小
学
校
の
女
生
徒
校
門
の
そ
ば
に
、
学
校
小
使
の
某
が
副
業
に
貸
本
屋
を
し
て
い
た
。
そ
こ
で
読
め
ば
読

み
代
一
冊
一
銭
、
毎
日
学
校
の
帰
り
に
は
裏
門
へ
廻
っ
て
一
冊
ず
つ
読
ん
で
帰
り
、
ほ
と
ん
ど
貸
本
屋
の

棚
を
読
み
つ
く
す
。
大
阪
講
談
本
の
自
転
車
お
玉
、
天
下
茶
屋
、
ま
た
涙
香
物
な
ど
の
お
も
し
ろ
さ
を
お

よ
そ
知
る
。
こ
の
頃
、
「
帝
国
文
庫
」
に
読
み
つ
く
。
五
女
末
子
、
産
後
死
亡
。
異
母
兄
政
広
、
相
場
師

某
の
娘
と
恋
愛
に
落
ち
、
結
婚
式
を
あ
げ
る
。
父
、
前
年
来
、
横
浜
桟
橋
合
資
会
社
の
名
義
人
と
訴
訟
に
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入
り
判
決
敗
訴
。
更
に
、
控
訴
院
へ
上
訴
を
つ
づ
け
る
。

明
治
三
十
六
年
（1903

）
　
十
一
歳

異
母
兄
政
広
、
父
と
争
い
て
出
奔
。
以
来
数
十
年
後
ま
で
、
そ
の
消
息
を
絶
つ
。

父
、
敗
訴
、
身
を
退
き
、
家
運
、
急
に
没
落
。
父
の
大
酒
い
よ
い
よ
募
り
、
数
度
血
を
吐
く
。
幼
児
六
名

を
か
か
え
、
酒
狂
の
人
を
良
人
と
す
る
世
馴
れ
ぬ
母
の
苦
労
は
こ
の
日
か
ら
始
ま
る
。
家
財
を
売
る
に
、

い
つ
も
真
夜
半
に
道
具
屋
の
車
を
裏
に
つ
け
さ
せ
、
一
室
い
く
ら
と
、
一
室
中
の
物
す
べ
て
を
く
る
ん
だ

一
部
屋
ず
つ
で
売
っ
て
行
っ
た
為
、
当
時
横
浜
の
古
物
屋
仲
間
の
評
判
に
な
る
。

十
月
、
突
然
小
学
校
の
昼
休
み
に
帰
宅
の
ま
ま
、
父
よ
り
学
校
を
退さ
が
れ
と
い
わ
れ
、
大
声
で
泣
き
出
す
。

数
日
の
後
、
オ
テ
イ
ち
ゃ
ん
の
親
類
先
の
関
内
住
吉
町
の
川
村
印
刻
店
へ
蒲
団
持
ち
で
小
僧
に
や
ら
れ
る
。

川
村
氏
は
竹
雨
と
号
し
、
其
角
堂
派
の
金
港
俳
壇
の
宗
匠
で
篆
刻
家
で
も
あ
っ
た
。
行
く
早
々
、
俳
人
た

ち
が
店
頭
で
俳
句
ば
な
し
を
す
る
の
を
耳
に
し
、
や
っ
と
悲
し
さ
を
忘
れ
、
ツ
ゲ
材
の
稽
古
印
に
、
印
刀

の
持
ち
方
な
ど
習
う
。
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明
治
三
十
八
年
（1905

）
　
十
三
歳

家
、
西
戸
部
蓮
池
の
小
住
居
に
変
る
。
引
っ
越
し
先
の
わ
が
家
を
訪
ね
、
変
り
方
に
お
ど
ろ
く
。
主
人
竹

雨
と
俳
友
の
客
二
氏
が
、
雨
の
夜
、
雨
の
題
で
一
文
を
書
け
と
い
う
。
書
い
て
み
せ
た
と
こ
ろ
、
翌
朝
、

手
紙
を
添
え
て
暇
を
出
さ
れ
た
。
そ
の
数
日
前
、
奥
で
主
人
の
御
内
儀
が
、
髪
結
い
に
髪
を
上
げ
さ
せ
て

い
た
の
を
、
余
り
長
い
顔
が
長
く
な
る
お
か
し
さ
に
、
店
頭
か
ら
ス
ケ
ッ
チ
し
て
い
た
事
が
主
人
の
耳
に

入
っ
て
い
た
も
の
と
、
あ
と
で
分
っ
た
。
以
後
、
家
に
居
て
、
貧
乏
を
母
と
共
に
な
め
初
め
る
。
南
仲
通

り
南
仲
舎
の
少
年
活
版
工
に
な
る
。
新
聞
広
告
を
見
て
の
こ
と
。

家
、
追
い
立
て
ら
れ
、
ま
た
引
っ
越
す
。
南
仲
舎
を
や
め
、
知
人
の
世
話
で
、
横
浜
税
務
監
督
局
の
給
仕

を
拝
命
、
初
給
七
円
の
辞
令
。

「
芭
蕉
句
抄
」
を
露
店
で
買
い
、
頻
り
に
暗
誦
ま
た
句
作
を
お
も
う
。
こ
の
句
抄
、
以
後
、
数
年
身
を
放

た
ず
。

明
治
三
十
九
年
（1906

）
　
十
四
歳

8年譜



父
、
再
起
の
緒
に
つ
き
、
横
浜
尾
上
町
教
会
前
に
店
舗
を
も
ち
、
新
聞
広
告
取
次
店
「
日
進
堂
」
の
営
業

を
う
け
継
ぐ
。
か
た
わ
ら
化
粧
品
「
美
容
水
」
の
製
販
を
も
営
む
。
四
方
借
財
の
や
り
く
り
経
営
な
の
で
、

つ
ね
に
借
金
取
に
賑
わ
う
。

高
嶋
米
峰
氏
主
宰
の
学
生
文
壇
二
号
に
、
初
め
て
、
小
説
を
投
稿
し
た
そ
の
「
浮
寝
鳥
」
当
選
。
商
業
学

校
夜
間
中
学
に
通
学
。
昼
は
帳
場
机
で
店
番
。
貿
易
新
報
の
俳
壇
に
折
々
入
選
。
寿
町
の
松
浦
為
王
氏
の

俳
句
会
へ
初
め
て
出
席
。
大
人
ば
か
り
な
の
で
以
後
は
行
か
な
か
っ
た
。
尾
上
町
附
近
は
、
関
内
芸
妓
の

巣
、
自
然
、
狭
斜
の
情
調
に
少
年
の
未
知
が
衝
か
れ
る
。
頻
り
に
恋
の
如
き
も
の
を
抱
く
。

明
治
四
十
年
（1907

）
　
十
五
歳

絵
画
へ
の
興
味
が
高
ま
る
。
店
の
筋
向
い
の
実
業
家
脇
沢
金
次
郎
老
に
励
ま
さ
れ
、
帳
場
机
に
て
絵
ば
か

り
書
い
て
暮
す
。
夜
間
中
学
の
簿
記
、
算
術
な
ど
苦
痛
に
て
、
夜
は
伊
勢
佐
木
町
の
み
歩
く
。
愚
連
隊
に

は
入
ら
な
か
っ
た
が
、
不
良
的
傾
向
顕
著
。

父
、
再
度
没
落
。
閉
店
。

ま
た
戸
部
の
裏
長
屋
に
引
っ
込
む
。
同
時
に
父
の
病
体
悪
化
し
、
以
後
長
年
、
殆
ど
病
臥
の
人
と
な
る
。
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四
男
、
晋
生
る
。

年
の
暮
、
日
出
町
の
海
軍
御
用
雑
貨
商
続
木
商
店
に
、
少
店
員
と
な
っ
て
住
み
込
み
、
給
金
半
年
分
を
前

借
し
て
母
に
渡
す
。

明
治
四
十
一
年
（1908

）
　
十
六
歳

正
月
早
々
、
横
須
賀
支
店
へ
移
さ
れ
る
。
多
く
の
仕
事
は
碇
泊
中
の
艦
艇
の
酒
保
に
、
酒
類
、
缶
詰
、
雑

貨
な
ど
の
納
入
運
び
に
あ
る
。
い
つ
も
埠
頭
ま
で
満
載
の
荷
車
を
曳
く
。
軍
艦
新
高
の
タ
ラ
ッ
プ
の
中
途

よ
り
サ
イ
ダ
ー
箱
を
担
い
で
登
り
損
ね
、
海
中
に
墜
落
し
た
こ
と
な
ど
あ
る
。

母
に
渡
し
た
半
年
分
の
前
借
給
金
の
う
ち
よ
り
買
っ
た
物
な
り
と
、
家
よ
り
古
本
の
俳
句
雑
誌
お
よ
そ
二
、

三
百
冊
を
行
李
に
詰
め
て
送
っ
て
よ
こ
し
た
。
狂
喜
に
似
た
感
動
を
う
け
た
。
夜
毎
、
せ
ん
べ
い
蒲
団
へ

二
、
三
冊
持
ち
こ
ん
で
寝
た
。

母
よ
り
便
り
の
た
び
貧
乏
い
よ
い
よ
、
ど
ん
底
の
様
子
。
母
も
病
床
の
父
も
、
手
内
職
で
細
々
で
は
あ
る

が
、
長
女
も
工
場
働
き
、
次
女
は
伊
勢
佐
木
町
の
し
る
粉
屋
の
お
茶
汲
み
に
住
み
込
ん
だ
と
の
こ
と
。
い

よ
い
よ
一
家
離
散
。
時
々
海
岸
へ
出
て
は
横
浜
の
方
を
眺
め
る
。
た
ま
ら
な
く
帰
り
た
い
。
横
須
賀
新
聞
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の
俳
壇
の
秋
季
俳
句
大
会
に
入
選
表
彰
さ
れ
る
。

十
一
月
、
退
店
。
横
浜
の
家
に
帰
る
。
ど
ん
な
苦
労
し
て
も
や
っ
ぱ
り
家
が
い
い
と
思
う
。
長
屋
の
留
さ

ん
と
い
う
日
雇
い
労
働
者
に
働
き
口
を
た
の
む
。
留
さ
ん
に
つ
れ
ら
れ
、
保
土
ヶ
谷
の
科
学
工
場
の
建
築

場
へ
土
工
の
手
伝
い
に
通
い
出
す
。
初
め
て
ゆ
く
日
、
留
さ
ん
が
草
鞋
の
穿
き
方
を
教
え
て
く
れ
た
。

明
治
四
十
二
年
（1909
）
　
十
七
歳

窮
乏
の
ど
ん
底
つ
づ
く
。
一
家
食
せ
ざ
る
日
あ
り
。
三
月
、
横
浜
ド
ッ
ク
会
社
の
船
具
工
に
年
齢
を
偽
っ

て
入
社
、
日
給
四
十
二
銭
を
受
く
。
五
月
、
三
女
浜
子
死
亡
。

病
床
の
父
、
臥
床
中
、
周
易
研
究
に
凝
り
初
め
、
や
が
て
売
卜
の
看
板
を
出
す
も
殆
ど
客
稀
れ
。
又
、
父

の
旧
知
医
家
某
氏
の
援
助
に
て
、
些
か
家
計
の
策
を
立
て
直
し
、
こ
の
年
、
鉄
ノ
橋
際
吉
田
町
二
丁
目
に

移
転
。
病
状
、
漸
く
小
康
、
医
家
の
出
張
診
療
所
と
父
の
易
断
所
と
を
兼
ね
、
い
さ
さ
か
朝
夕
の
家
計
も

楽
に
な
る
。
初
め
て
電
灯
の
あ
る
住
宅
に
住
む
。

明
治
四
十
三
年
（1910

）
　
十
八
歳
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頻
り
に
文
学
書
を
漁
り
読
む
。
古
典
に
離
れ
、
こ
の
頃
、
翻
訳
物
に
熱
中
す
る
。
横
浜
短
詩
社
、
句
会
な

ど
に
も
折
々
出
席
、
磯
萍
水
、
安
斎
一
安
、
高
沢
初
風
氏
ら
の
横
浜
文
壇
な
る
も
の
大
い
に
盛
り
、
与
謝

野
寛
、
晶
子
氏
な
ど
の
歌
壇
も
交
じ
え
て
浜
港
の
青
春
子
女
に
文
化
志
向
の
夢
高
ま
る
。

十
一
月
、
第
一
ド
ッ
ク
の
入
渠
中
船
腹
の
足
場
に
て
、
作
業
中
足
場
板
も
ろ
と
も
ド
ッ
ク
の
底
に
陥
つ
。

人
事
不
省
と
な
り
、
横
浜
十
全
病
院
の
ベ
ッ
ド
に
て
意
識
つ
く
。

一
ヵ
月
余
入
院
、
歩
行
可
能
と
な
り
、
十
二
月
退
院
帰
宅
。
同
月
二
十
五
日
頃
、
父
母
に
上
京
の
志
望
を

告
げ
、
苦
学
を
思
い
て
、
東
京
へ
出
る
。
懐
中
一
円
七
、
八
十
銭
を
持
つ
。

本
所
相
生
町
の
キ
リ
ス
ト
教
青
年
会
の
職
業
紹
介
所
の
世
話
に
て
菊
川
町
の
ラ
セ
ン
釘
工
場
の
工
員
宿
舎

に
入
る
。
室
夜
具
代
引
き
日
給
二
十
八
銭
。
初
め
て
東
京
に
て
越
年
。

明
治
四
十
四
年
（1911

）
　
十
九
歳

青
山
南
町
の
伯
父
な
る
学
習
院
教
授
斎
藤
恒
太
郎
氏
を
頼
り
て
、
か
え
っ
て
説
諭
を
う
く
。
寄
宿
、
附
近

の
手
提
金
庫
製
作
所
に
替
わ
る
。
同
工
場
主
の
厚
意
に
て
、
蔵
前
工
芸
夜
学
校
の
図
案
科
に
通
学
約
半
年
、
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同
工
場
塗
工
部
の
吉
田
氏
の
す
す
め
に
て
会
津
蒔
絵
家
の
塚
原
氏
の
徒
弟
に
な
る
。
浅
草
三
筋
町
裏
の
三

軒
長
屋
の
一
軒
な
り
。
師
弟
二
人
き
り
の
男
世
帯
。
米
と
ぎ
、
水
汲
み
、
何
で
も
学
ぶ
も
、
塚
原
氏
外
泊

多
く
、
深
更
の
勉
学
に
よ
く
読
書
加
わ
る
。

明
治
四
十
五
年
・
大
正
元
年
（1912

）
　
二
十
歳

休
日
、
句
会
な
ど
へ
も
出
初
め
る
。
井
上
剣
花
坊
、
近
藤
京
魚
、
伊
上
凡
骨
、
川
上
三
太
郎
氏
ら
と
相
知

る
。
「
新
川
柳
」
発
行
に
あ
た
り
柳
樽
寺
同
人
と
な
る
。
雉
子
郎
と
号
す
。
横
浜
よ
り
一
家
あ
げ
て
上
京
。

本
所
緑
町
の
ガ
ー
ド
下
に
一
軒
借
り
て
住
ま
わ
せ
る
。
母
方
の
母
の
姉
な
る
人
に
、
千
束
町
附
近
に
て
銘

酒
屋
を
営
む
者
、
母
の
窮
乏
に
好
餌
を
し
め
し
、
次
女
カ
エ
を
、
信
州
須
坂
の
和
泉
館
へ
養
女
と
し
て
売

る
。
病
父
、
年
毎
に
容
体
老
ゆ
。
一
家
ま
た
番
場
町
へ
二
階
借
し
て
移
り
、
母
、
吉
原
の
某
楼
へ
毎
日
お

針
さ
ん
に
通
う
。

徴
兵
検
査
を
う
く
。
「
丙
種
」

七
月
諒
闇
、
改
元
。
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大
正
二
年
（1913

）
　
二
十
一
歳

塚
原
氏
よ
り
暇
を
乞
う
て
、
自
立
。
日
本
橋
林
善
兵
衛
氏
の
貿
易
部
よ
り
些
か
の
仕
事
を
得
、
や
っ
と
自

立
、
下
谷
西
町
の
髪
結
さ
ん
の
二
階
三
畳
間
を
間
借
し
て
ラ
ン
プ
の
下
に
仕
事
す
。
隣
室
に
な
お
同
居
人

の
夫
婦
あ
り
て
、
か
な
り
の
落
語
家
な
り
。
当
時
の
円
喬
な
り
し
や
、
し
ん
生
な
り
し
か
不
明
。
折
々
、

句
友
、
悪
友
、
交
〻
こ
こ
の
三
畳
に
集
ま
り
、
十
二
階
下
歩
き
吉
原
散
歩
な
ど
覚
え
、
漸
く
遅
き
青
春
と

遊
蕩
の
気
生
ず
。

大
正
三
年
（1914

）
　
二
十
二
歳

一
月
「
文
芸
の
三
越
」
に
川
柳
一
等
当
選
。

生
計
の
見
込
み
た
ち
、
浅
草
栄
久
町
新
堀
端
に
一
戸
を
借
家
す
。
出
京
以
来
、
父
母
弟
妹
初
め
て
一
つ
に

な
る
。
小
説
「
江
の
島
物
語
」
講
談
倶
楽
部
に
当
選
。
折
々
、
自
製
の
輸
出
工
芸
品
を
携
え
、
旧
縁
を
た

ど
っ
て
横
浜
居
留
地
の
商
館
へ
売
込
み
に
ゆ
く
。
日
仏
商
会
に
勤
務
の
詩
人
大
藤
治
郎
と
知
り
、
詩
交
を

あ
た
た
む
。
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大
正
五
年
（1916

）
　
二
十
四
歳

日
本
橋
区
浜
町
三
丁
目
に
移
転
。
「
川
柳
隅
田
川
考
」
脱
稿
。
家
弟
素
亮
、
画
家
浜
田
如
洗
氏
に
師
事
、

ま
た
輸
出
品
の
象
嵌
絵
を
共
に
か
く
。

大
正
七
年
（1918

）
　
二
十
六
歳

博
文
館
退
社
の
松
田
君
と
文
芸
雑
誌
「
し
が
ら
み
」
を
起
し
、
四
号
に
て
廃
刊
。
金
主
は
森
ヶ
崎
の
料
亭

大
金
。

三
月
十
五
日
、
父
直
広
死
去
。
末
弟
晋
、
興
文
社
に
勤
め
、
後
、
逓
信
省
通
信
学
校
に
入
る
。

大
正
八
年
（1919

）
　
二
十
七
歳

向
島
寺
島
へ
転
居
。

15



輸
出
向
き
不
況
。
松
宮
春
一
郎
、
水
野
葉
舟
氏
ら
の
世
界
文
庫
刊
行
会
へ
、
筆
耕
仕
事
に
通
う
。

翌
年
秋
、
満
州
に
遊
び
、
大
連
に
て
越
冬
。
安
ホ
テ
ル
に
籠
っ
て
応
募
原
稿
な
ど
書
く
。

大
正
十
年
（1921

）
　
二
十
九
歳

母
急
病
の
報
を
う
け
て
、
二
月
急
遽
帰
国
。

六
月
二
十
九
日
母
い
く
死
去
。

先
に
応
募
せ
る
原
稿
、
講
談
社
諸
雑
誌
に
発
表
さ
れ
、
時
代
小
説
「
縄
帯
平
八
」
、
ユ
ー
モ
ア
小
説
「
馬

に
狐
を
乗
せ
物
語
」
、
童
話
「
で
こ
ぼ
こ
花
瓶
」
な
ど
当
選
。
計
七
百
余
円
の
賞
金
を
贈
ら
れ
亡
母
の
葬

費
と
な
る
。

七
月
、
山
崎
帝
国
堂
の
広
告
文
案
係
募
集
の
広
告
を
見
、
試
験
に
応
じ
、
採
用
さ
る
。

同
年
十
二
月
退
社
。

大
正
十
一
年
（1922

）
　
三
十
歳
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東
京
毎
夕
新
聞
営
業
局
長
の
矢
野
錦
浪
氏
に
推
さ
れ
、
同
社
家
庭
部
に
勤
務
。
後
、
学
芸
部
を
併
せ
て
デ

ス
ク
を
持
つ
。
編
輯
局
長
は
徳
光
衣
城
氏
。
そ
の
前
後
、
同
社
に
籍
を
お
い
て
い
た
者
に
は
渋
川
玄
耳
、

椋
鳩
十
、
岡
鬼
太
郎
、
三
上
於
菟
吉
、
尾
崎
士
郎
、
井
上
唖
々
、
楠
田
敏
郎
、
川
上
三
太
郎
氏
な
ど
が
あ

っ
た
。

週
毎
の
「
日
曜
附
録
」
に
毎
号
童
話
を
書
き
十
数
篇
に
の
ぼ
る
。
初
め
て
の
取
材
訪
問
に
有
島
武
郎
を
訪

い
、
そ
の
談
話
筆
記
の
稚
拙
に
笑
わ
れ
る
。
ま
た
本
紙
上
に
「
新
女
人
国
記
」
を
書
い
て
些
か
読
ま
れ
、

そ
の
取
材
歩
き
に
、
今
井
邦
子
、
埴
原
久
和
代
、
奥
む
め
お
、
山
根
千
代
子
、
小
寺
菊
子
、
白
鳩
銀
子
、

長
谷
川
時
雨
、
二
代
目
ぽ
ん
太
、
伊
藤
野
枝
、
岩
野
泡
鳴
夫
人
、
原
信
子
、
久
野
ひ
さ
子
な
ど
の
女
流
を

訪
う
。
家
、
本
郷
千
駄
木
町
の
妹
カ
エ
の
二
階
へ
移
る
。
毎
夕
紙
上
に
「
親
鸞
記
」
を
社
命
に
て
連
載
執

筆
、
自
分
に
と
り
初
め
て
の
新
聞
小
説
と
な
る
。

大
正
十
二
年
（1923

）
　
三
十
一
歳

処
女
作
「
親
鸞
」
毎
夕
出
版
部
に
て
単
行
本
と
な
る
。

九
月
、
関
東
大
震
災
。
社
屋
焼
失
。
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新
聞
休
刊
、
社
業
再
起
の
見
こ
み
た
た
ず
、
全
社
員
一
応
解
散
と
き
ま
る
。
焦
土
の
生
計
と
し
て
上
野
の

山
に
葭
簀
を
持
ち
牛
飯
を
売
る
。
夜
々
、
焦
土
流
離
の
人
々
と
樹
下
に
眠
り
、
あ
ら
ゆ
る
境
遇
と
人
間
の

心
に
会
う
。
　
　
こ
の
事
よ
り
卒
然
と
文
学
の
業
の
意
義
深
き
を
感
じ
、
身
辺
す
べ
て
の
物
を
売
っ
て
、

十
月
中
、
北
信
濃
の
角
間
温
泉
へ
籠
る
。
読
書
、
越
冬
、
所
持
金
尽
く
。

大
正
十
三
年
（1924
）
　
三
十
二
歳

朝
山
李
四
、
そ
の
他
の
匿
名
を
用
い
、
短
篇
数
篇
を
信
州
よ
り
講
談
社
へ
送
る
。
面
白
倶
楽
部
に
長
篇

「
剣
魔
侠
菩
薩
」
が
掲
載
さ
れ
、
以
後
、
他
誌
か
ら
も
依
頼
さ
れ
る
。

原
稿
生
活
の
自
信
や
や
つ
く
。
杉
並
区
馬
橋
に
借
家
。
従
前
よ
り
下
谷
の
狭
斜
に
て
馴
じ
み
い
た
る
赤
沢

や
す
子
と
同
棲
。
隣
家
に
井
上
剣
花
坊
氏
も
市
中
よ
り
移
り
来
て
住
む
。
朝
夕
往
来
、
同
氏
を
介
し
て
、

文
筆
家
の
誰
彼
と
知
る
。

大
正
十
四
年
（1925

）
　
三
十
三
歳
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キ
ン
グ
創
刊
号
よ
り
連
載
の
「
剣
難
女
難
」
執
筆
。
は
じ
め
て
筆
名
吉
川
英
治
と
す
る
。
面
白
倶
楽
部
に

長
篇
「
坂
東
侠
客
陣
」
。
ほ
か
に
少
年
倶
楽
部
へ
「
神
州
天
馬
侠
」
を
連
載
。

大
正
十
五
年
・
昭
和
元
年
（1926

）
　
三
十
四
歳

大
阪
毎
日
新
聞
に
「
鳴
門
秘
帖
」
執
筆
。
千
葉
亀
雄
氏
、
阿
部
真
之
助
等
と
知
る
。

昭
和
二
年
（1927

）
　
三
十
五
歳

週
刊
朝
日
に
「
蜘
蛛
売
紅
太
郎
」
「
邯
鄲
片
手
双
紙
」
等
の
作
品
を
次
々
に
書
く
。
以
後
、
週
刊
朝
日
特

別
号
に
中
篇
物
を
発
表
す
る
こ
と
定
例
の
よ
う
に
な
る
。
報
知
の
野
村
胡
堂
氏
の
来
訪
を
受
く
。
報
知
紙

上
に
、
「
江
戸
三
国
志
」
を
書
く
。

昭
和
三
年
（1928

）
　
三
十
六
歳
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「
醤
油
仏
」
改
造
。
平
凡
社
刊
「
大
衆
文
学
全
集
」
大
い
に
売
れ
、
寒
屋
に
巨
額
の
印
税
一
時
に
入
る
。

そ
の
た
め
家
庭
内
に
か
え
っ
て
不
幸
な
兆
あ
る
を
見
、
勉
強
の
邪
魔
な
り
と
し
て
、
建
築
家
浜
田
氏
に
托

し
、
上
落
合
の
新
居
に
全
部
を
費
消
す
。
ま
た
、
読
売
新
聞
社
営
業
局
長
矢
野
氏
の
仲
だ
ち
に
て
、
某
実

業
家
の
女
中
に
生
ま
せ
た
る
一
女
を
、
帝
大
産
科
の
室
よ
り
た
だ
ち
に
養
女
に
貰
い
う
く
。
園
子
と
名
づ

け
る
。

昭
和
四
年
（1929

）
　
三
十
七
歳

上
落
合
の
新
居
に
移
る
。

「
恋
ぐ
る
ま
」
冨
士
。
「
八
寒
道
中
」
を
講
談
倶
楽
部
に
。
「
貝
殻
一
平
」
を
大
阪
朝
日
に
書
く
。

昭
和
五
年
（1930

）
　
三
十
八
歳

「
江
戸
城
心
中
」
を
新
愛
知
、
河
北
、
北
海
タ
イ
ム
ス
に
起
稿
、
翌
年
に
わ
た
る
。

徹
夜
仕
事
、
飲
み
歩
き
な
ど
、
不
摂
生
つ
づ
く
。
家
事
ま
た
顧
み
ず
、
内
事
複
雑
、
こ
の
頃
、
恐
妻
家
の
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名
を
は
く
す
。
一
夜
、
万
年
筆
を
袂
に
、
ふ
ら
ふ
ら
と
女
中
の
下
駄
を
は
い
た
ま
ま
家
庭
を
出
奔
、
以
後
、

遠
隔
の
温
泉
地
を
転
々
と
し
て
家
妻
の
眼
を
避
く
。
オ
ー
ル
読
物
の
た
め
旅
先
に
て
短
篇
「
梅
颸
の
杖
」

な
ど
書
い
て
は
送
る
。
多
く
は
上
林
、
上
山
田
温
泉
に
と
ど
ま
る
。
四
谷
の
一
妓
、
お
な
じ
く
東
京
を
出

奔
し
て
尋
ね
て
来
、
ず
る
ず
る
べ
っ
た
り
に
一
し
ょ
に
居
る
。
上
山
田
警
察
の
刑
事
が
来
て
、
両
名
、
つ

ぶ
さ
な
る
取
調
べ
を
受
く
。

昭
和
六
年
（1931

）
　
三
十
九
歳

帰
京
。
暫
く
山
形
ホ
テ
ル
の
一
室
を
借
り
る
。
四
谷
の
妓
と
は
こ
こ
迄
で
清
算
。
矢
野
氏
を
煩
わ
し
、
家

は
芝
公
園
に
移
る
。
一
年
目
で
帰
宅
。
「
檜
山
兄
弟
」
東
京
日
日
・
大
阪
毎
日
。

少
年
世
界
へ
「
魔
海
の
音
楽
師
」
等
が
あ
る
。
十
二
月
。
突
然
、
少
年
時
に
失
踪
し
た
き
り
消
息
不
明
な

り
し
異
母
兄
政
広
、
三
十
年
ぶ
り
で
来
訪
。
茫
然
相
見
る
の
み
に
て
往
時
の
語
も
な
し
。
漸
く
卓
に
向
い

一
酌
し
て
、
父
母
す
で
に
亡
き
を
告
ぐ
。
異
母
兄
は
中
年
の
事
業
に
成
功
し
各
地
方
に
支
店
を
も
ち
妾
宅

を
構
え
た
る
な
ど
の
全
盛
時
代
を
得
々
と
し
て
語
り
出
づ
。
幼
少
の
記
憶
に
あ
る
異
母
兄
な
る
や
い
な
や

を
疑
う
。
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昭
和
七
年
（1932

）
　
四
十
歳

「
隠
密
七
生
記
」
朝
日
。
「
風
神
門
」
少
年
世
界
。
「
野
槌
の
百
」
週
刊
朝
日
・
夏
季
。
「
紅
騎
兵
」
読

売
新
聞
。
「
燃
え
る
富
士
」
日
の
出
。
「
函
館
病
院
」
中
央
公
論
。
「
無
宿
人
国
記
」
中
央
公
論
増
刊
。

「
お
千
代
傘
」
婦
人
公
論
。
「
田
崎
草
雲
と
そ
の
子
」
文
芸
春
秋
涼
風
読
本
。

大
衆
文
学
研
究
誌
「
衆
文
」
を
出
す
。
約
一
年
余
に
て
廃
刊
。

昭
和
八
年
（1933

）
　
四
十
一
歳

「
筑
後
川
」
オ
ー
ル
読
物
・
新
年
号
。
「
雲
霧
閻
魔
帳
」
週
刊
朝
日
・
新
春
号
。
「
あ
る
ぷ
す
大
将
」
日

の
出
。

昭
和
九
年
（1934

）
　
四
十
二
歳
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「
胡
蝶
陣
」
少
女
の
友
。
「
修
羅
時
鳥
」
日
の
出
。
「
松
の
や
露
八
」
サ
ン
デ
ー
毎
日
な
ど
を
連
載
。

雑
誌
「
青
年
太
陽
」
発
行
所
を
お
く
。
倉
田
百
三
、
白
鳥
省
吾
氏
等
と
、
地
方
文
化
に
関
心
を
よ
せ
、
各

地
に
遊
び
、
農
村
青
年
と
語
り
、
講
演
会
な
ど
ひ
ら
く
。

昭
和
十
年
（1935
）
　
四
十
三
歳

「
み
じ
か
夜
峠
」
週
刊
朝
日
。
「
御
鷹
」
オ
ー
ル
読
物
。
「
新
編
忠
臣
蔵
」
日
の
出
。
「
青
空
士
官
」
婦

人
公
論
。
「
め
く
ら
笛
」
放
送
用
台
本
と
し
て
の
書
き
卸
し
を
小
野
賢
一
郎
氏
と
企
画
、
初
め
て
試
作
。

「
親
鸞
」
名
古
屋
・
福
日
・
北
海
タ
イ
ム
ス
な
ど
五
社
に
同
時
掲
載
。

「
宮
本
武
蔵
」
を
東
京
・
大
阪
朝
日
へ
、
八
月
よ
り
起
稿
。
家
居
赤
坂
表
町
三
へ
移
転
。

現
在
の
妻
池
戸
文
子
と
知
る
。

青
年
太
陽
廃
刊
。
始
末
に
所
持
の
書
画
古
陶
を
美
術
倶
楽
部
に
て
売
る
。

昭
和
十
一
年
（1936

）
　
四
十
四
歳
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「
牡
丹
焚
火
」
週
刊
朝
日
・
増
刊
。
「
無
明
有
明
」
婦
人
倶
楽
部
。
そ
の
他
。

昭
和
十
二
年
（1937

）
　
四
十
五
歳

一
月
「
宮
本
武
蔵
」
資
料
取
材
旅
行
に
発
つ
。

「
天
兵
童
子
」
少
年
倶
楽
部
。
「
鬼
」
オ
ー
ル
読
物
。
「
春
雨
郵
便
」
冨
士
。
「
旗
岡
巡
査
」
週
刊
朝
日
。

「
悲
願
の
旗
」
サ
ン
デ
ー
毎
日
。

日
支
事
変
起
る
。

七
月
、
毎
日
新
聞
社
特
派
員
と
し
て
、
天
津
、
北
京
に
行
く
約
を
ひ
き
う
け
る
。
出
発
、
即
日
の
急
な
り
。

そ
れ
よ
り
前
に
、
家
庭
争
議
継
続
中
に
て
、
前
夜
来
、
妻
及
び
縁
類
の
者
、
膝
づ
め
に
て
離
婚
条
件
を
提

出
、
早
朝
、
羽
田
よ
り
空
路
出
発
を
前
に
し
て
一
睡
だ
に
眠
ら
ず
。
面
倒
事
、
一
切
先
方
ま
か
せ
と
し
て

立
つ
。

「
天
津
だ
よ
り
」
「
北
京
か
ら
」
等
、
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
を
托
送
、
一
ヵ
月
余
に
て
帰
国
、
旅
中
離
婚
成

立
の
報
を
受
く
。

「
迷
彩
列
車
」
を
毎
日
紙
上
に
寄
せ
る
。
同
年
末
、
妻
文
子
と
同
棲
。
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昭
和
十
三
年
（1938

）
　
四
十
六
歳

「
宮
本
武
蔵
」
新
年
紙
上
よ
り
再
掲
載
さ
る
。

一
月
、
宮
島
に
遊
ぶ
。

「
合
戦
小
屋
炉
話
」
オ
ー
ル
読
物
。
「
松
風
み
や
げ
」
婦
人
倶
楽
部
。

菊
池
寛
、
佐
藤
春
夫
、
小
島
政
二
郎
氏
ら
十
数
名
と
共
に
南
京
、
漢
口
方
面
に
従
軍
、
十
月
上
海
に
て
、

長
男
誕
生
の
電
報
を
う
け
る
。
帰
国
途
中
の
大
洋
丸
船
中
に
て
、
菊
池
氏
、
選
名
し
て
、
英
明
と
つ
け
て

く
れ
る
。
弟
晋
、
文
芸
春
秋
社
に
入
る
。
随
筆
「
窓
辺
雑
草
」
刊
。

昭
和
十
四
年
（1939

）
　
四
十
七
歳

「
新
書
太
閤
記
」
読
売
新
聞
。
「
三
国
志
」
起
稿
、
土
曜
会
各
紙
へ
載
る
。
七
月
十
日
、
掲
載
満
四
年
の

「
宮
本
武
蔵
」
全
稿
完
了
。
史
蹟
歩
き
な
ど
多
く
を
旅
地
に
送
る
。
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昭
和
十
五
年
（1940

）
　
四
十
八
歳

「
源
頼
朝
」
東
京
・
大
阪
朝
日
。
「
太
閤
夫
人
」
「
細
川
ガ
ラ
シ
ヤ
」
「
静
御
前
」
「
楠
公
夫
人
」
「
小

野
寺
十
内
の
妻
」
等
を
主
婦
之
友
へ
。

次
男
英
穂
三
月
生
る
。
六
月
、
菊
五
郎
一
座
に
よ
り
「
新
書
太
閤
記
」
歌
舞
伎
座
に
上
演
。

昭
和
十
六
年
（1941

）
　
四
十
九
歳

「
梅
里
先
生
行
状
記
」
東
京
・
大
阪
朝
日
。
そ
の
他
。
十
二
月
大
東
亜
戦
争
始
ま
る
。
三
月
十
日
、
午
前

十
一
時
、
赤
坂
表
町
の
家
居
、
近
火
に
て
半
ば
類
焼
。

昭
和
十
七
年
（1942

）
　
五
十
歳

一
月
、
長
女
曙
美
生
る
。
連
載
中
の
「
三
国
志
」
、
「
新
書
太
閤
記
」
等
の
ほ
か
随
筆
数
篇
を
各
誌
に
。

十
月
、
海
軍
軍
令
部
戦
史
部
嘱
託
と
し
て
、
画
家
橋
本
関
雪
氏
と
共
に
、
海
軍
機
に
て
南
方
を
一
巡
、
十
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二
月
初
旬
帰
る
。
朝
日
紙
上
に
「
南
方
紀
行
」
を
載
す
。
文
部
省
嘱
託
、
教
科
書
編
纂
委
員
を
命
ぜ
ら
れ

る
。

昭
和
十
九
年
（1944

）
　
五
十
二
歳

前
年
来
わ
ず
か
に
随
筆
、
短
篇
数
作
あ
る
の
み
。
読
売
新
聞
の
「
新
書
太
閤
記
」
の
み
は
続
く
。
そ
の
間
、

海
軍
戦
史
部
よ
り
戦
史
執
筆
の
依
嘱
あ
る
も
刊
行
企
画
の
内
示
あ
る
の
み
に
て
終
る
。

三
月
、
全
家
西
多
摩
郡
吉
野
村
へ
疎
開
。

四
月
、
急
性
肺
炎
に
て
仆
れ
、
一
時
重
態
に
陥
つ
。
随
筆
家
に
て
司
法
次
官
の
友
人
大
森
洪
太
氏
の  

慫  

し
ょ
う

  

慂  

よ
う

に
て
全
国
の
刑
務
所
を
同
省
委
員
等
と
視
て
ま
わ
る
。
健
康
を
そ
こ
ね
、
帰
来
、
再
び
病
床
に
な
ず

む
。

昭
和
二
十
年
（1945

）
　
五
十
三
歳

三
月
九
日
夜
、
東
京
空
襲
に
さ
い
し
、
淑
徳
女
学
校
在
学
中
の
養
女
園
子
死
去
す
。
学
徒
徴
用
令
に
応
じ
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農
林
省
山
林
局
の
女
子
挺
身
隊
に
あ
り
て
の
犠
牲
な
り
。
文
子
等
家
族
、
数
日
、
焦
土
に
行
方
を
求
む
る

も
一
片
の
遺
物
だ
に
な
く
、
吉
野
村
の
庭
隅
に
唯
そ
の
か
た
み
を
葬
う
て
父
自
ら
法
名
を
案
じ
〝
清
鶯
帰

園
童
女
〞
と
名
づ
く
。
終
戦
。
妻
文
子
病
む
。
久
し
く
不
起
。

昭
和
二
十
一
年
（1946

）
　
五
十
四
歳

ペ
ン
を
持
つ
こ
と
な
し
。
戦
後
三
年
は
、
畑
作
り
と
「
秋
萩
帖
」
の
手
習
い
な
ど
に
日
を
送
ら
む
こ
と
を

病
妻
と
誓
い
合
え
れ
ば
な
り
。
折
々
、
食
糧
探
し
の
都
会
の
友
、
古
美
術
の
友
な
ど
会
せ
ば
倦
む
こ
と
も

な
し
。
都
心
、
な
お
焦
土
な
れ
ば
、
外
地
の
引
揚
者
旅
泊
の
縁
な
き
知
人
な
ど
尋
ね
来
、
山
村
の
旧
屋
は

旅
館
の
よ
う
だ
と
日
々
笑
う
。
漸
く
病
の
癒
え
た
る
山
妻
は
、
戦
前
に
も
増
し
て
近
村
へ
食
糧
あ
つ
め
に

自
転
車
で
か
け
廻
る
を
日
課
と
す
。

昭
和
二
十
二
年
（1947

）
　
五
十
五
歳

菊
池
寛
氏
の
依
頼
に
て
、
初
め
て
こ
の
年
、
新
生
社
の
「
東
京
」
へ
短
篇
「
人
間
山
水
図
巻
」
を
書
く
。
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続
い
て
五
月
よ
り
同
誌
へ
「
色
は
匂
へ
ど
」
を
連
載
。
ま
も
な
く
同
誌
廃
刊
。

昭
和
二
十
三
年
（1948

）
　
五
十
六
歳

九
月
よ
り
読
売
新
聞
に
連
載
「
高
山
右
近
」
を
書
く
。

昭
和
二
十
四
年
（1949
）
　
五
十
七
歳

上
智
大
学
講
堂
に
て
「
文
芸
と
宗
教
」
の
題
下
で
講
演
す
る
。
三
月
、
読
売
の
「
高
山
右
近
」
、
前
篇
に

て
一
応
筆
を
擱お
く
。

四
月
、
病
後
の
妻
を
伴
い
、
吉
野
山
の
花
を
見
、
大
和
地
方
に
遊
ぶ
。
春
、
「
続
新
書
太
閤
記
」
の
一
部

を
書
き
卸
し
、
中
京
新
聞
ほ
か
地
方
社
七
紙
に
載
す
。

昭
和
二
十
五
年
（1950

）
　
五
十
八
歳
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「
平
の
将
門
」
を
小
説
公
園
に
。

「
新
・
平
家
物
語
」
を
、
こ
の
年
四
月
よ
り
着
手
。

六
月
、
次
女
香
屋
子
生
る
。

昭
和
二
十
八
年
（1953

）
　
六
十
一
歳

四
月
、
菊
池
寛
賞
の
会
を
機
に
、
内
助
の
人
た
り
し
妻
文
子
と
の
結
婚
披
露
を
こ
の
宴
に
擬
す
。
た
だ
し

友
人
川
口
松
太
郎
、
徳
川
夢
声
、
扇
谷
正
造
氏
等
の
発
議
に
て
、
当
日
会
す
る
年
来
の
悪
友
、
善
友
ら
の

ま
た
相
興
ず
る
に
委
せ
た
る
の
み
、
べ
つ
だ
ん
、
新
郎
新
婦
の
予
期
し
て
臨
み
た
る
に
は
非
ず
。

幼
少
、
通
学
せ
る
横
浜
の
山
内
小
学
校
校
長
の
山
内
茂
三
郎
先
生
も
、
オ
テ
イ
ち
ゃ
ん
や
同
窓
等
と
共
に

来
会
さ
る
。
老
先
生
の
八
十
八
齢
の
賀
莚
、
そ
の
数
日
前
に
行
わ
れ
て
、
こ
の
日
の
催
し
を
聞
か
れ
た
る

に
依
る
も
の
。

随
筆
「
折
々
の
記
」
三
十
余
回
を
読
売
紙
上
に
寄
せ
る
。

夏
を
軽
井
沢
に
過
ご
す
。

「
新
・
平
家
物
語
」
以
外
の
執
筆
を
ほ
と
ん
ど
謝
し
て
一
作
に
意
を
傾
く
。
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十
一
月
、
全
家
品
川
区
北
品
川
に
引
移
る
。

昭
和
二
十
九
年
（1954

）
　
六
十
二
歳

「
い
さ
さ
か
の
茶
ご
こ
ろ
」
を
ゆ
き
ま
四
月
号
に
。

「
新
・
平
家
物
語
」
続
稿
四
年
に
入
る
。
故
友
菊
池
寛
氏
の
菊
池
文
庫
並
び
に
銅
像
除
幕
式
の
た
め
高
松

市
に
行
く
。
夏
、
軽
井
沢
に
。

「
非
茶
人
茶
話
」
を
週
刊
朝
日
別
冊
（
八
月
）
に
。
春
、
秋
に
か
け
て
、
稿
労
の
い
と
ま
あ
る
ご
と
に
九

州
、
北
陸
そ
の
他
に
、
平
家
史
料
を
漁
り
歩
く
。
特
に
各
地
に
わ
た
る
平
家
村
の
山
中
踏
査
に
興
を
覚
え
、

ま
た
週
刊
朝
日
を
通
じ
て
読
者
に
依
る
史
料
蒐
集
の
結
果
、
全
国
よ
り
寄
せ
ら
れ
し
平
家
史
料
百
八
十
余

通
に
の
ぼ
る
。

昭
和
三
十
年
（1955

）
　
六
十
三
歳

正
月
、
文
芸
春
秋
に
「
忘
れ
残
り
の
記
」
を
執
筆
、
以
降
二
十
一
回
ま
で
の
稿
を
〝
四
半
自
叙
伝
〞
と
し
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て
書
く
。
「
新
・
平
家
紀
行
」
を
週
刊
朝
日
別
冊
に
。
稿
間
、
こ
の
年
も
数
次
に
わ
た
り
て
、
新
・
平
家

の
た
め
の
史
跡
旅
行
に
出
る
。
六
月
、
旅
の
須
磨
明
石
に
て
急
性
大
腸
カ
タ
ル
を
病
み
一
ヵ
月
を
熱
海
に

病
臥
す
。
七
月
一
日
「
痴
人
の
言
」
を
社
会
改
良
に
。

「
映
画
清
談
」
を
キ
ネ
マ
旬
報
七
月
号
に
。

昭
和
三
十
一
年
（1956
）
　
六
十
四
歳

三
月
、
ヨ
ウ
を
病
む
。
以
後
四
月
下
旬
ま
で
約
五
十
日
病
苦
の
う
ち
に
執
筆
。
こ
の
間
、
初
め
て
四
回
休

載
の
や
む
な
き
に
い
た
る
。
十
月
、
浦
松
佐
美
太
郎
氏
の
「
英
訳
新
平
家
物
語
」
着
手
さ
る
。

昭
和
三
十
二
年
（1957

）
　
六
十
五
歳

二
月
、
「
新
・
平
家
物
語
」
脱
稿
、
執
筆
七
年
の
擱
筆
を
無
事
に
見
、
関
係
者
相
寄
り
て
小
祝
を
な
す
。

三
月
、
九
州
そ
の
他
に
完
結
記
念
の
読
者
大
会
開
か
れ
そ
の
講
演
旅
行
に
遊
ぶ
。
五
月
、
渋
谷
松
濤
に
移

居
。
七
月
、
以
後
半
歳
「
き
の
う
き
ょ
う
」
を
朝
日
新
聞
に
。
も
っ
ぱ
ら
夏
中
を
静
養
に
努
む
。
「
押
入
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れ
の
中
」
を
暮
し
の
手
帖
八
月
号
に
。
八
月
、
在
軽
井
沢
の
友
人
諸
子
集
ま
り
て
年
々
の
八
月
十
一
日
会

を
催
し
て
く
れ
る
。
そ
の
顔
ぶ
れ
も
年
毎
に
増
し
て
今
年
は
約
四
十
数
名
の
多
き
に
達
す
。
八
月
十
一
日

は
小
生
の
誕
生
日
な
れ
ど
併
せ
て
大
夏
一
夕
の
山
荘
の
放
談
会
の
趣
き
を
な
し
、
翌
日
は
吉
例
の
ゴ
ル
フ

会
を
な
す
。
九
月
「
あ
づ
ち
・
わ
ら
ん
べ
」
を
東
を
ど
り
の
為
に
旧
約
の
舞
踊
脚
本
一
篇
を
書
く
。
十
月
、

池
島
、
扇
谷
、
高
原
の
三
氏
と
北
越
に
遊
ぶ
。
「
英
訳
新
平
家
物
語
」
を
ク
ノ
ッ
プ
社
よ
り
出
版
。

昭
和
三
十
三
年
（1958
）
　
六
十
六
歳

新
年
創
刊
号
よ
り
「
新
・
水
滸
伝
」
を
講
談
社
・
日
本
に
。
一
月
十
八
日
よ
り
「
私
本
太
平
記
」
を
毎
日

新
聞
に
起
稿
。
四
月
、
足
利
市
、
鑁
阿
寺

ば
ん
な
じ

を
中
心
に
附
近
史
跡
を
あ
る
く
。

六
月
、
「
随
筆
新
平
家
」
上
梓
。
疎
開
前
の
旧
住
地
赤
坂
へ
移
る
。
秋
、
河
内
観
心
寺
地
方
へ
出
む
く
。

昭
和
三
十
四
年
（1959

）
　
六
十
七
歳

「
日
本
人
の
系
図
趣
味
」
を
文
芸
春
秋
新
年
号
に
。
一
月
、
読
売
新
聞
社
企
画
「
日
本
の
歴
史
」
の
監
修
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に
加
わ
る
。
三
月
、
随
筆
「
美
し
き
日
本
の
歴
史
」
を
数
回
週
刊
文
春
に
。
四
月
「
私
本
太
平
記
」
第
一

巻
を
刊
。
「
新
・
平
家
物
語
」
二
十
四
巻
を
新
装
版
八
巻
に
改
幀
。
随
所
に
訂
筆
を
入
れ
る
。
「
親
鸞
の

水
脈
」
を
大
法
輪
十
月
号
、
二
十
五
周
年
記
念
特
別
号
に
。
十
二
月
「
松
の
や
露
八
」
「
黒
田
如
水
」
を

新
潮
社
よ
り
刊
。
前
進
座
「
松
の
や
露
八
」
を
明
治
座
に
て
上
演
。

昭
和
三
十
五
年
（1960
）
　
六
十
八
歳

一
月
、
朝
日
会
館
落
成
記
念
に
、
初
の
講
演
を
す
る
。
演
題
「
一
と
い
う
数
の
不
思
議
」
。

三
月
、
痼
疾
の
気
管
支
炎
の
た
め
慶
応
病
院
へ
Ｉ
・
Ｐ
・
Ｐ
・
Ｂ
の
治
療
に
日
々
通
う
。
中
央
公
論
社
よ

り
出
版
予
定
の
「
全
挿
絵
入
宮
本
武
蔵
完
本
」
の
第
一
巻
成
る
。

七
、
八
月
、
軽
井
沢
に
て
送
る
。
日
本
女
子
大
学
三
泉
寮
に
お
け
る
夏
季
講
話
、
今
年
に
て
八
年
に
お
よ

べ
り
。
恒
例
の
小
生
誕
生
日
の
会
も
山
荘
の
客
今
年
は
五
十
余
名
の
多
数
に
の
ぼ
る
。

九
月
、
帰
京
。
「
親
鸞
」
映
画
化
。

十
月
、
文
化
勲
章
授
賞
の
内
示
あ
り
、
以
後
、
報
道
関
係
そ
の
他
祝
賀
客
な
ど
の
応
接
に
忙
殺
さ
れ
、
ほ

と
ん
ど
執
筆
の
い
と
ま
も
な
き
状
を
呈
す
。
為
に
、
関
西
旅
行
を
中
止
。
わ
ず
か
に
禅
文
化
へ
「
無
知
の
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弁
」
を
書
い
て
約
を
果
す
。

十
一
月
、
三
日
の
文
化
の
日
、
宮
中
の
授
賞
式
に
臨
ん
で
章
を
受
く
。
ま
た
知
己
、
読
者
よ
り
の
祝
電
祝

辞
等
、
千
数
百
通
に
の
ぼ
り
、
終
日
の
来
客
も
百
二
十
名
を
こ
え
る
。
夜
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
「
こ
こ
に
鐘

は
鳴
る
」
へ
出
、
生
涯
の
お
も
は
ゆ
さ
な
り
。
随
筆
「
紋
付
を
着
る
の
記
」
を
東
京
新
聞
へ
寄
す
。

十
二
月
、
「
私
本
太
平
記
」
執
筆
、
満
三
年
に
近
づ
く
。
そ
の
一
部
「
妖
霊
星
」
猿
之
助
主
演
に
て
歌
舞

伎
座
へ
上
演
さ
る
。
随
筆
「
赫
紅
児
」
を
文
芸
春
秋
へ
。
ま
た
週
刊
朝
日
へ
「
画
情
仏
心
」
を
、
わ
ず
か

に
寄
稿
。
祝
賀
会
の
催
し
は
一
切
こ
れ
を
謝
す
も
、
ゴ
ル
フ
友
六
十
余
名
の
程
ヶ
谷
の
会
の
み
は
甘
ん
じ

て
お
受
け
し
、
当
夜
横
浜
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
・
ホ
テ
ル
に
て
記
念
品
を
い
た
だ
く
。
す
で
に
こ
の
頃
、
前

月
よ
り
の
過
労
の
た
め
胆
嚢
と
腎
臓
故
障
に
か
か
り
て
食
欲
す
す
ま
ず
、
十
数
日
は
病
床
に
横
た
わ
り
て

日
課
の
新
聞
小
説
の
業
だ
け
を
果
す
。
歳
末
三
十
日
の
夕
、
漸
く
、
例
年
の
ご
と
く
机
塵
を
払
っ
て
わ
ず

か
に
体
の
小
康
を
知
る
。

昭
和
三
十
六
年
（1961

）
　
六
十
九
歳

一
月
、
恒
例
の
元
旦
を
す
ま
し
て
三
日
以
後
の
数
日
間
を
川
奈
ホ
テ
ル
に
送
る
。
こ
れ
も
近
年
の
慣
例
と
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な
り
て
十
年
に
近
し
。
連
載
の
「
私
本
太
平
記
」
四
年
め
に
は
い
り
、
湊
川
を
中
心
に
史
蹟
歩
き
の
要
を

痛
感
す
る
も
、
雑
忙
容
易
に
腰
を
上
げ
得
ず
。
二
月
に
は
い
る
や
島
中
事
件
を
聞
き
、
中
旬
に
は
友
人
村

松
梢
風
、
下
中
弥
三
郎
氏
の
訃
に
会
す
。

三
月
十
七
日
、
特
急
こ
だ
ま
に
て
宿
題
の
取
材
旅
行
に
立
つ
。
思
う
こ
と
あ
り
て
こ
の
た
び
は
長
女
の
曙

美
を
妻
と
と
も
に
伴
う
。
途
中
、
名
古
屋
に
下
車
、
杉
本
健
吉
氏
と
狩
野
近
雄
氏
を
加
え
自
動
車
に
て
途

次
の
史
蹟
を
訪
い
つ
つ
夜
京
都
に
着
く
。
以
後
数
日
、
丹
波
の
山
間
よ
り
神
戸
地
方
を
遍
歴
、
ふ
た
た
び

京
都
に
帰
り
、
東
映
に
て
撮
影
中
の
「
宮
本
武
蔵
」
の
進
行
ぶ
り
を
見
、
そ
の
朝
、
裏
千
家
に
て
朝
粥がゆ
の

馳
走
を
受
け
、
同
日
帰
京
。
帰
宅
後
、
数
日
間
、
風
邪
ご
こ
ち
に
臥
床
、
こ
の
こ
ろ
よ
り
机
忙
お
り
お
り

に
疲
労
を
覚
ゆ
。

四
月
、
長
男
英
明
、
初
め
て
就
職
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
阪
勤
務
と
内
定
す
る
。
二
十
二
日
よ
り
丹
羽
文
雄
氏
と

同
行
京
都
へ
行
く
。
そ
の
夜
、
京
都
公
会
堂
に
て
親
鸞
七
百
年
忌
記
念
講
演
の
責
を
果
す
。
翌
二
十
三
日
、

大
阪
読
売
の
三
田
に
近
き
山
岳
コ
ー
ス
に
て
丹
羽
、
原
氏
ら
と
終
日
プ
レ
ー
。
夜
、
芦
屋
の
播
半
に
泊
ま

る
。
帰
京
後
下
痢
、
疲
労
は
な
は
だ
し
。

五
月
、
大
阪
仏
教
青
年
会
の
た
め
に
十
日
よ
り
大
阪
に
赴
き
、
講
演
の
約
を
果
し
、
即
日
帰
京
。
翌
十
二

日
、
東
宮
御
所
の
お
招
き
に
て
茶
話
の
御
席
に
列
す
。
川
端
康
成
、
佐
藤
春
夫
、
五
島
茂
、
美
代
子
氏
な
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ど
同
席
さ
る
。
十
三
日
、
西
郷
、
原
の
両
家
の
結
婚
に
て
お
媒
人
役
を
つ
と
め
る
。
疲
労
深
し
。

六
月
、
前
進
座
上
演
の
「
新
・
平
家
物
語
」
の
脚
本
に
不
備
あ
る
た
め
、
自
身
こ
れ
を
書
き
改
め
、
た
め

に
七
日
、
八
日
を
通
し
て
徹
夜
し
、
九
日
深
夜
の
舞
台
稽
古
に
も
ま
た
立
ち
合
う
。
二
十
日
、
保
土
ヶ
谷

に
て
毎
日
新
聞
主
催
の
文
壇
ゴ
ル
フ
に
参
加
、
ア
ウ
ト
８
番
に
て
気
分
す
ぐ
れ
ず
落
伍
す
る
。
そ
う
そ
う

帰
宅
、
石
井
医
師
の
来
診
を
受
け
、
や
や
小
康
を
得
る
。

七
月
、
長
男
英
明
、
四
日
、
大
阪
Ｎ
Ｈ
Ｋ
勤
務
の
た
め
初
め
て
赴
任
。
書
斎
は
例
年
の
ご
と
く
、
こ
の
月

十
日
よ
り
軽
井
沢
へ
移
す
。

八
月
、
例
年
に
な
く
、
こ
こ
で
も
健
康
は
依
然
思
わ
し
か
ら
ず
、
夜
々
烈
し
い
咳
痰
に
悩
ま
さ
れ
て
睡
眠

も
浅
く
、
異
状
た
だ
な
ら
ぬ
容
体
を
ひ
そ
か
に
思
う
。
し
か
し
、
恒
例
の
小
生
の
誕
生
日
ゴ
ル
フ
の
前
夜

祭
に
は
、
来
会
者
五
十
五
名
、
新
し
い
ゲ
ス
ト
に
は
川
端
康
成
、
壺
井
栄
氏
ら
も
加
わ
り
、
初
会
以
来
出

張
の
「
き
か
く
寿
司
」
の
主
人
も
ほ
と
ん
ど
用
意
の
寿
司
米
の
最
後
の
一
握
り
ま
で
握
り
尽
す
。
下
旬
、

東
京
よ
り
懇
意
の
Ｈ
医
師
来
遊
。
幸
い
に
、
診
察
を
乞
い
、
ま
た
採
血
を
託
し
て
、
以
後
の
診
察
を
待
つ
。

沙
汰
な
し
。
こ
の
こ
ろ
よ
り
咳
痰
に
血
線
を
見
る
。

九
月
「
私
本
太
平
記
」
の
完
結
、
あ
と
い
く
ば
く
も
な
し
。
一
日
一
回
の
稿
も
、
よ
う
や
く
心
身
を
削
る

の
思
い
を
な
す
。
厠
に
立
ち
て
は
中
二
階
の
階
段
を
は
う
て
机
に
戻
る
の
有
様
に
至
る
。
血
痰
も
日
ご
と
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に
濃
く
、
疲
労
は
な
は
だ
し
。
頃
来
ハ
ー
フ
の
コ
ー
ス
も
つ
い
に
回
り
が
た
く
な
り
、
食
欲
、
体
重
、
す

べ
て
減
る
。
軽
井
沢
診
療
所
よ
り
日
々
往
診
を
乞
う
て
当
座
の
注
射
な
ど
を
受
け
つ
つ
稿
を
つ
づ
け
、
か

ら
く
も
月
末
二
十
七
日
、
最
後
の
一
稿
を
毎
日
の
村
松
学
芸
部
長
に
手
渡
し
て
、
何
か
と
連
載
四
年
間
の

社
の
好
意
を
謝
す
。
さ
ら
に
同
夕
刻
ま
で
に
、
添
田
知
道
氏
の
依
頼
に
よ
る
一
俳
人
の
句
碑
、
ま
た
一
読

者
の
墓
碑
、
そ
の
ほ
か
、
色
紙
額
面
な
ど
の
依
頼
物
の
揮
毫
を
一
気
に
果
し
終
わ
っ
て
、
心
の
荷
を
下
ろ

す
。
同
夜
、
風
雨
の
中
を
、
東
京
よ
り
慶
応
病
院
の
笹
本
博
士
、
来
診
を
た
ま
わ
る
。
笹
本
博
士
の
診
察

を
受
く
る
は
初
め
て
に
あ
ら
ず
。
し
か
し
今
回
は
博
士
の
眉
辺
、
大
事
の
色
あ
り
。
多
く
は
余
に
語
ら
ず
、

妻
を
階
下
に
呼
ん
で
、
毎
日
の
松
本
昭
氏
、
講
談
社
の
賀
来
寿
一
氏
ら
を
加
え
て
ひ
そ
や
か
に
時
を
移
し
、

同
夜
、
深
更
の
汽
車
に
て
博
士
は
帰
京
、
た
だ
ち
に
入
院
の
手
続
き
だ
け
は
運
び
お
か
ん
と
の
よ
し
、
い

い
残
さ
る
、
二
十
九
日
、
汽
車
に
て
帰
京
。

十
月
一
日
、
午
前
中
、
赤
坂
の
自
宅
に
て
臥
床
の
ま
ま
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
撮と
る
。
午
後
、
そ
の
結
果
を
み
て

笹
本
博
士
、
松
本
氏
と
同
道
、
書
斎
の
病
床
に
通
る
。
肺
腫
瘍
と
の
診
断
に
て
、
入
院
は
一
日
一
刻
も
早

い
が
よ
し
と
の
こ
と
な
れ
ど
、
せ
つ
に
、
中
一
日
の
猶
予
を
乞
う
て
、
未
脱
稿
の
「
新
・
水
滸
伝
」
の
執

筆
に
着
手
。
二
日
も
な
す
。
午
前
中
は
「
水
滸
伝
」
を
書
い
て
、
午
後
一
時
ご
ろ
、
た
だ
ち
に
入
院
す
る
。

三
日
以
後
、
連
日
、
手
術
に
備
う
る
た
め
の
肺
、
心
臓
、
そ
の
他
種
々
の
テ
ス
ト
を
受
け
る
。
「
日
々
地
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獄
め
ぐ
り
の
よ
う
だ
」
と
笑
う
。
手
術
は
六
日
と
決
ま
る
。
執
刀
は
石
川
七
郎
博
士
に
て
、
石
川
氏
よ
り

病
症
説
明
を
直
接
聞
く
。
五
日
夕
、
長
男
英
明
、
大
阪
よ
り
呼
び
返
さ
れ
て
枕
頭
に
顔
を
見
せ
る
。
同
日

深
夜
は
妻
と
た
だ
ふ
た
り
き
り
の
病
室
に
て
、
生
涯
の
思
い
と
昨
今
の
感
慨
と
を
語
り
合
う
て
更
け
る
。

妻
、
こ
の
夜
初
め
て
、
余
の
病
症
の
ま
こ
と
は
「
肺
癌
」
な
る
こ
と
を
打
ち
明
け
る
。
あ
ら
ま
し
は
自
分

に
も
察
し
ら
れ
て
い
た
せ
い
か
、
か
え
っ
て
す
が
す
が
し
く
思
う
。
明
朝
ま
で
の
間
、
あ
る
い
は
、
眠
ら

れ
ぬ
か
も
し
れ
ぬ
と
案
じ
ら
れ
た
が
、
案
外
よ
く
眠
り
得
て
覚
め
る
。
六
日
、
午
前
九
時
十
五
分
手
術
を

受
け
、
十
二
時
四
十
五
分
終
了
、
も
ち
ろ
ん
、
全
身
麻
酔
を
受
け
て
の
こ
と
、
何
も
知
ら
ず
。
十
三
日
、

抜
糸
。
こ
の
日
、
「
私
本
太
平
記
」
の
連
載
、
紙
上
に
て
完
結
を
告
ぐ
。
二
十
六
日
、
初
め
て
入
浴
、
予

後
よ
ろ
し
。

十
一
月
十
五
日
、
初
め
て
病
院
の
屋
上
に
出
て
日
光
を
浴
み
、
蘇
生
の
感
に
吹
か
れ
る
。
病
棟
の
各
室
に

も
こ
の
前
後
、
平
林
た
い
子
氏
、
壺
井
栄
氏
、
伊
東
深
水
氏
、
伊
藤
熹
朔
氏
な
ど
入
院
さ
れ
、
ま
た
退
院

さ
れ
て
行
く
。

十
二
月
三
十
一
日
、
試
験
的
に
外
出
、
そ
の
ま
ま
赤
坂
の
自
宅
に
寝
て
、
年
を
越
す
。

　
　
「
付
記
」
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記
憶
に
も
と
づ
い
て
簡
単
な
経
歴
を
竝
べ
て
み
た
が
、
日
記
と
か
メ
モ
と
か
几
帳
面
な
習
慣
の
ま
っ
た

　
く
な
い
自
分
に
は
多
少
の
錯
誤
は
な
い
と
は
云
い
き
れ
な
い
。
特
に
数
字
的
な
記
憶
は
自
分
で
さ
え
あ

　
や
ぶ
ま
れ
る
。
唯
、
従
来
語
る
の
を
好
ま
な
か
っ
た
事
も
ま
た
自
分
の
愚
や
辱
も
あ
え
て
記
録
し
た
つ

　
も
り
で
は
あ
る
。
そ
れ
と
て
洩
れ
た
も
の
が
多
か
ろ
う
と
思
う
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
故
意
に
除
い
た

　
り
は
し
て
い
な
い
。
そ
の
他
の
不
備
は
諒
恕
を
仰
ぐ
ほ
か
は
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
自
記
）
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
忘
れ
残
り
の
記
」
吉
川
英
治
歴
史
時
代
文
庫
、
講
談
社

　
　
　1989
（
平
成
元
）
年4

月11

日
第1

刷
発
行

　
　
　2012
（
平
成24

）
年6

月1

日
第19

刷
発
行

※
底
本
は
、
物
を
数
え
る
際
や
地
名
な
ど
に
用
い
る
「
ヶ
」
（
区
点
番
号5-86

）
を
、
大
振
り
に
つ
く
っ

て
い
ま
す
。

※
表
題
は
底
本
で
は
、
「
自
筆
年
譜
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
底
本
編
集
部
に
よ
る
「
昭
和
三
十
七
年
（1962

）
七
十
歳
」
は
省
略
し
ま
し
た
。

入
力
：
川
山
隆

校
正
：
ト
レ
ン
ド
イ
ー
ス
ト

2019

年8

月30

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（https://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら

れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。

41



年譜
吉川英治

２０２０年　７月１８日　初版

奥　付

発行 青空文庫

URL http://www.aozora.gr.jp/
E-Mail info@aozora.gr.jp

作成 青空ヘルパー　　赤鬼@BFSU
URL http://aozora.xisang.top/
BiliBili https://space.bilibili.com/10060483

Special Thanks
　青空文庫　威沙　
　　　

青空文庫を全デバイスで楽しめる青空ヘルパー http://aohelp.club/
※この本の作成には文庫本作成ツール『威沙』を使用しています。

http://tokimi.sylphid.jp/


